
★集団健診 10 月 ３日（火） 

（山の手体育館） 

★健康相談 10 月２6 日（木） 

＜内容＞ 血圧測定 

    尿検査（塩分測定あり）他 

主催 健康づくり推進員会 

 

 

＜こどもと大人の将棋教室＞ 

日 時 10 月 14 日（土） 

 9：30～11：00 

場 所 修立地区公民館 

（HP） 

＜曲げわっぱ作り（弁当箱）＞ 
日 時 10 月 20 日（金） 

 13：30～15：00 

場 所 修立地区公民館 

※詳しくは回覧をご覧ください。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜日 行   事 グループ･サークル 

１ 日   

２ 月 文化祭拡大実行委員会 加藤式呼吸法 

３ 火 集団健診（山の手体育館）  

４ 水  朗唱の会 粟谷会 双葉会 英会話 

５ 木 自治連定例会 しゃんしゃん体操 

６ 金 民児協定例会 山の手コーラス 民踊はまなす 

７ 土 
事務室閉室 

手芸教室（女性の会） 
アミーゴ 

８ 日  修立書道 

９ 月 スポーツの日  

１０ 火   

１１ 水  
黒坂様 朗唱の会 粟谷会 双葉会 

英会話 

１２ 木  おたべ食堂（１班）医療生協 切り絵 

１３ 金  山の手コーラス 民踊はまなす 

１４ 土 

公 こどもと大人の将棋教室 

公 かんなべの森トレッキン

グ 

アミーゴ 

１５ 日 一斉清掃  

1６ 月  加藤式呼吸法 双葉会 

１７ 火  大正琴 

１８ 水  
朗唱の会 のぎく 粟谷会 英会話 

双葉会 

１９ 木  しゃんしゃん体操 

２０ 金 公 曲げわっぱ作り 山の手コーラス 民踊はまなす 

２１ 土 事務室閉室  

２２ 日 認知症講座（修立小多目的）  

２３ 月   

２４ 火   

２５ 水   

２６ 木 健康相談 おたべ食堂（２班） 

２７ 金   

２８ 土 文化祭  

２９ 日   

３０ 月  加藤式呼吸法 双葉会 

31 火  大正琴 

 

10 月の行事予定表 ○公公民館事業 9/21 現在 

令和５年 10月１日 

修 立 地 区 公 民 館  

TEL 26-5914 

FAX 26-5918 

［第 300号］ 

10 月 
http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/shuritsu-1 

mail:cc-shuritsu@it.city.tottori.tottori.jp 

 

 

※日程は変更になる事があります。ご了承ください。 

 

修立公民館だより 

ひだまりコーナー その 18 

公民館の合言葉 「参画」と「声かけ」で地域に広げる みんなの笑顔 

 

 

 

10月の公民館事業 

館長 豊福 聡 

＜かんなべの森トレッキング＞ 
日 時 10 月 14 日（土） 

 7：30～14：30（小雨決行） 

場 所 神鍋高原 

※詳しくは回覧をご覧ください。 

修立地区文化祭 
テーマ  

“つながる心”で“ふれあいたいわ（対話）” 
   ～「参画」と「声かけ」で広げる「笑顔」～ 

日時：１０月２８日（土）9：00～16：00 

    １０月２９日（日）9：00～12：00 
場所：修立地区公民館・めぐみ保育園園庭・山の手体育館 

※お誘い合わせの上ご来場ください。 

＜体育会からのお知らせ＞ 

日 程：１０月 1 日（日） 

8：30  町内対抗ぺタンク大会 

13：00  町内対抗グラウンドゴルフ大会 

場 所：修立小学校グラウンド 

※多数の参加をお願いします。 

一斉清掃 １０月１５日（日） 

「近江屋安兵衛さんの偉業を語り継ぐ」その③ 

安兵衛さんのすごいことは、生前はもちろんですが、むしろ亡くなっ

てからの方がすごいことになっています。 

＜その１＞ 

 安兵衛さんは、晩年に発心（仏道に入ること。出家すること。）して「是

心」と名を改め、さらに観世音菩薩を本尊とする吉方観音堂と称する仏

堂にして住まわれていたようです。江戸時代には、発心して改名するこ

とは珍しいことではありません。しかし、自分の家を観音堂としてしま 

うことは、やはりかなりすごいことだと思います。そうして是心さんは、享保 15（1730）年

に亡くなる（享年は不明）のですが、すごいことは、亡くなってから 40年以上も経った安永

3（1774）年に起こっています。 

何とその年以降、観音堂を管理する尼さんが天徳寺（湯所町）から派遣され、昭和 18（1943）

年まで実に 169 年間も続いていたのです。正式なお寺でもない観音堂に庵主を派遣して祀る

ほど、用水路の開削は、大変な偉業として認められていることは間違いなさそうです。残念な

がらこの観音堂は、同年の鳥取大地震によって倒壊したため派遣は途切れてしまいますが、

驚くことにわずか 5 年後、吉方町内を中心とする近隣の有志により再建されています。安兵

衛さんがいかに慕われていたかを如実に物語る出来事だと思います。 

 ちょっと小さくて見にくいですが、左の写真はどんな写真か分

かりますか。私からすると、このことが今シリーズの中で最も感

銘を受けた出来事です。ヒント①は、吉方温泉４丁目の納涼祭で

披露されたもの。ヒント②は、ステージ上で数人が見ている文書

に絵を入れた元原稿。 

 答えは、右の写真の題名で編集された、手作りの紙芝居です。 

しかも演者は中学生。 
 

 この紙芝居の現物を初めて見たのは、７月の中旬でした。

吉４の納涼祭で発表するために、配役された中学生たちが事

前練習をしていました。こうした練習や本番での中学生の様

子を見ながら、私は深い感動で終始「ほー！」「なるほど！」

とうなってばかりでした。安兵衛さんが亡くなってから 290

年余の時を超え、現代の若者（中学生）たちが安兵衛さんに

なり替わって演じているのですから。 

＜その２＞ 
 

近年キャリア教育の重要さがクローズアップされてきていますが、これほど地域に根差

し、生き方のモデルとなっている教材は、他にはなかなか無いのではないかと思います。ま

さしく「偉業を語り継ぐ」現場に居合わせる幸運に恵まれたわけです。感謝しかありません。 
 今回のシリーズを書きながら、改めて、今こそ我々大人が吉４の皆さんの活動のように、

「恩返し」はできないけれど、「恩送り」はできると考えることが大切だと気付かされまし

た。「地域の未来は、地域がつくる」のです。 


